
学

界

の

動

き

′

書
ノ

く
J

き
1

ノ
l
l

Iノ
し

･ノ
■

l
/

国
際
経

済
学
食

欲
爽
の

一

九

空
年
十

一

月
十

一

･

十
二

･

十

三
の

三
日

に

わ
た

り

風

光
絶
佳
の

神
戸
大
挙
に

お
い

て

国
際
経
済
学
昏
第
四

同
研
究
報
告
禽
が

催

さ

れ
た

｡

全
国
か

ら

集
つ

た

昏
貞
約
六

十

名
､

晴
撥
な

報
告
と

討
論
を

も

っ

こ

と

が

で

き

多
大
の

収
穫
を
お

さ
め

た
｡

第
一

日

十
一

月

十
一

日

神
戸
大
草
に

て

貿
易
夷

数
理

論
の
一

考
察

J
.

S
･

ミ

ル

の

国
際
均
衡
論

国
際
債
債
諭
の

基
本
的
問
題
戟

イ

ギ

リ

ス

と
ア

メ

リ

カ

ソ

連
邦
経

済
に

お

け

る

蓄
積

神
戸
商
大

各

日

重

吉

氏

一

橋

大

小

島

持

氏

立

教

大

山
本
二

三

丸

氏

大
阪
市
大

青

田

義

三

民

一

橋

大

野
々

村
一

雄
氏

｢

ヽ
)8

谷
口

氏
の

待
望
久
し

き
報
告
は

三
つ

の

重
要
な

論
難
を

含
ん
で

い

た
｡

第
一

に

投
資
を

基
粘
と

す
る

所
得
(

或
は

需
要
)

轟

数
と

供
給
策

数
と
は

表
裏
の

園
係
に

あ
る

と

い

う
乗
数
論
の

蒜
肌

的
定

式
化

､

第
二

に

輸
出
-

輸
入
は

投
資
-
貯
蓄
と

同
じ

よ

う
に

取

扱
わ

れ
て

い

る

が
､

輸
出
は

投
資

嗜
を

も

た

ら

す
限
り
に

お
い

て

所
得
を
創
出
す
る

の

だ

か

ら
､

投
資
だ

け

を

中
心

に

す
べ

き
で

あ
る
こ

と
､

第
三

に

輸
出
需

要
爽

数
､

輸
出
供
給
頭

数
､

除
入

寮
穿
粟

数
､

輸
入

供
給
蕪
数
の

四
つ

を

考
え

､

そ
の

比

較
瞼
討

畢

界

の

動

き

に

よ
つ

て

貿
易
に

よ

る

防
弾
骨
減
邸
ち

貿
易
利
益
を

判
定

す
べ

き
で

あ
る

と
｡

非
常
に

興
味
あ
る

問
題
提
起
な
の

で

あ
る

が
､

第
一

戟
に

つ

い

て

は

需

要
蕪
敷
と

供
給
蒸

散
が

素
案
で

同
一

な

も
の

で

な

く
､

■
そ
の

間
に

乗
艇

が

生

じ
､

物
頗
水
準
担
動
(

ケ

イ
ン

ズ

の

わ
､

芸
問
題
)

等
の

現

象
の

生
ず
る

こ

と

を

見
逃
し
て

ほ

な

ら

撃
+

と
､

第
二

黙
に
つ

い

て

は

例
え

ば

滞
貨
輸
出
が

報
告
者
並
に

都
留
教
授
の

い

う
如
く

果
し
て

所
得
創
出
教
呆

を

も

ち

え

な
い

で

あ
ろ

う
か

と
い

う
こ

と
､

第
三

黙
に

つ

い

て

は

捻
出
供

給
策

教
と
か

翰
入

需
要
頭

数
と
い

う
新
概
念
の

意
味

､

内
容

､

こ

れ
ら

の

韓
黙
に
つ

い

て

疑

問
が

提
出
づ

れ

討
論
が

行
わ
れ
た

′｡

小
島
の

報
告
は

一

種
来
ミ

ル

設
は

交
易
族

件
欒
動
に

よ

る

需
要
の

債
格
赦

果
的
欒
勤
の

み

が

国
際
均
衡
化
要
因
で

あ
る

(

古
典
的
ト

ラ

ン

ス

フ

ァ

ー

論
〕

と

解
さ

れ
て

い

た
の

に

封
し
､

生
産
韓
換
を

基
と

す
る

輸
入

需

要
の

所
得
敦
果
的
欒
勤

或
は

金
移
動
に

伴
う
貨
幣
所
得
水
準
欒
動
の

も

た

ら

す

所
得
救
果
的
輸
入

需
要
額
動
と
い

う
機
構
が

む

し

ろ
､

モ

ル

の

本
旨
で

あ

る

こ

と

を

指

摘
し

た
｡

こ

れ
に

封
し

て

は
､

北

川
､

藤
井
両
教
授
か

ら

所
得
欺
果
と

い

う
概

念
の

厚
床
性
並

に

所
得
教

具
に

よ
つ

て

も

交
易
條
件
は

欒
る

か

ら
､

依
然

贋
絡
教
具

菰
と
い

い

得
な
い

か
と

の

質
問
が

あ
つ

た

が

報
告
者
は

見
解
を

攣
え

な

か
つ

た
｡

山
本
氏
の

報
告
は

本
学
倉
創
設
以

来
の

名
和

､

赤

枚
両

教
授
の

論

寧
に
つ

い

て

の

新
た

な

再
批
封
な

の

で

あ
る

が
､

マ

ル

ク

ス

償

倍
法
則
に
つ

い

て

の

マ

ル

ク

ス

学
者
間
に

お

け
る

解
繹
の

封
立

を

さ

ら

け

だ

し
た

の

み

で

国
松
原
倍
論
撃
に

ま

で

は

な

お

距

離
が

あ
る

よ

う
に

思
わ

れ
た

｡

吉
田

氏
の

頚
骨
は

イ

雷
ス

の

戦
後
経

済
特
に

再
軍
備
↑
の

ド
ル

7

水

足
問
匙

､

そ
の

封
米
抗
寧
を

衝
き
イ

ギ

リ

ス

に

よ

る

第
三

勢
力
の

鮨
成

畑



一

橋

論

叢

奔
二

十
七

春

希
二

凍

8 4

室
張

す
る

の

で

あ
る

が
､

い

さ

さ

か

論
評
不

充
分
の

観
が

あ
つ

た
｡

野

野

村
氏
は

ソ

連
邦
に

お
い

て

取
引

税
を

通
じ
て

い

か

に

資
本
蓄
積
が

計
室

さ

れ

配
分
さ

れ
て

い

る

か

を

理

論

的
に

分

析
さ

れ
た

が
､

同
氏
の

報
告
は

本
大
倉
に

お

い

て

も

期
待
に

そ

む
か
ぬ

ス

マ

ー

ト

な

も
の

で

あ
つ

た
｡

第
二

日

十
一

月
十
二

日

神
戸
大
草
に

て

共
通
論
題
｢

日

本
貿
易
の

あ
り

方
←

日

本
の

野
菜
南
ア

ジ

ア

貿
易

不

足
食
糧
の

輸
入

か

生

産
か

イ

ン

フ

レ

問
題
と

信
用
政

策
の

在
り

方

一

九
五

〇

年
度
に

お

け
る

東
南
ア

ジ

ア

の

貿
易
概
況

日

本
貿
易
と

資
本
蓄
積

日

本
貿
易
の

あ
り

方

日

本
貿
易
の

あ
り

方

共
通
論

題
に
つ

い

て

の

合
同
討
論
禽

神

戸

大

農
禁
絶
研

東安名
･

京

銀本大大

一

橋

大

司
昏
神
戸
大

第
三

日

十
一

月
十

三

日

印
戸
貿
易
脅
館
に

て

故
倉
主

義
諸
国

間
の

貿
易
問
題

農

業
線
研

香
港
貿
易
の

性
格

押

戸

大

貿
易
業
者
と

の

懇
談
昏

〔

午
後

一

時

-
五

時
)

川
田

富

久

雄
氏

兼

井

金

平

氏

安

東

盛

人

民

原

盤

天

氏

北

川
一

雄

氏

桧

井

清

氏

赤

槙

要

氏

宮
田

喜
代
蒲
氏

丸

毛

忍

氏

柴
田

銀
次

郎
氏

産
の

組
織

､

イ
ソ

フ

レ

ー

シ

ョ

ソ

等
の

国
内

的
問
題
が

あ
る
｡

そ

れ

ぞ
九

の
.
立

場
か

ら

分

析
が

加

え

ら

れ

た

わ
け
で

あ
る

が
､

合
同

討
論
禽
に

み

ら

れ
た

よ

う
に

､

の

中
共
貿
易

､

東
西
敏
貿
易
ま

た

政
骨
壷

義
諸
国

間
貿
易

等
質
す
る

に

異
る

鮭
制
の

問
の

貿
易
に

関
す
る

原
理
の

究
明
が

今
葎
の

重

野
課
題
で

あ
る

こ

と

が

指

摘
さ

れ

た
の

は

重
要
な

前
進
で

あ
る

｡

の
国
内

開
墾
か

貿
易
振
興
か

に
つ

い

て

は
､

ハ

ロ

ッ

ド

¢

成
長
率
分

析
を

取
壊
日

本
経
済
に

適
用
さ

れ

た

北

川
氏
の

報
告
が

最
も

注
目
さ

れ

た

の

で

あ

る

が
､

最
近
に

お

け
る

輸
出
成
長
率
の

方
が

国
民
所
得
成
長
率
よ

り

大
で

出

超
へ

向
う
傾
向
に

あ
る

こ

と

は
､

本
来
外
資
導
入

1
入

超
に

よ
つ

て

国
内

孝
展
を

優
先
す
べ

き
日

本
経
済
に

と
つ

て

む

し

ろ

警
戒
す
べ

き
で

あ
る

と

指

摘
さ

れ
た

｡

し
か

し
こ

こ

に

は

日

本

貿
易
規
模
が

過
小
で

あ
る

の

を

墟

大
す
べ

き

早
口

只
T

O

詔
H

O

訂
臼

粥
｡

過
程
に

あ
る

規

情
を

､

直
ち
に

成
長

率
分
析
に

盲
て

は
め

た

誤
謬
が

伏
在
す
る
の

で

は

な
い

か

と
い

う
範
に

論

議
の

沸
騰
を

見
た

｡

と

ま

れ
､

理

論
と

資
瞭
の

南
面
に

わ
た
つ

て

衆
知
を

あ
つ

め

討
究
し

え

た

こ

と

は

本
学
倉
並
に

円

本
貿
易
に

と
つ

て

喜
ば

し
い

こ

と
で

あ
つ

た
｡

(

小

島
渚
)

1 β∂

こ

の

両
日

を

通
じ

て

日

本
貿
易
の

諸
問
題
が

､

業
者
と
の

窓

談
を

も

加

え
て

､

殆
ん

ど

あ
ら

ゆ

る

角
度
か

ら

分

析
さ

れ

瞼
討
さ

れ

た
｡

中
共
貿
易

の

可

能
性
並
に

重
要
性
如
何

､

特
殊
地
位
を

も
つ

香
捲
貿
易
の

過
去
と

将

来
､

ポ

ン

ド

残
高
累
積
の

問
題

､

こ

れ

ら

が
日

本
貿
易
の

外
部

情
況
の

問

題
で

あ
り

､

他
方

､

国
内

経
済
開
彗
か

貿
易
振
興
中
心

か
､

貿
易
業
と

生

青 木 板 赤

野 村 垣 稔

昌 元 輿

甫 丁
一 要

執

; 筆

者

紹

介
一

橋

大

畢

教

授

一

.

橋

大

単

数

授

一

橋

大

準

教

授

L
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-
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｢




